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苫小牧海岸に沿ける霧層の気温・湿度の

垂直分布についで

木村忠志・石崎健二＊＊

　1．　まえがき

　いかなる原理で霧を消散させるにしろ，霧そのものの

実体調査特に下降気流を惹起することにより消散させる

ことを目的とする場合は，霧層内外の気温・温度の垂直

分布が特に重要である．そこで1961年7月1日から19日

間，苫小牧海岸において繋留気球にとりつけたラジオゾ

ソデを使って霧層の気温・湿度を高さ300mまで測定し

た．気球は海岸で操作し，ゾンデの受信は苫小牧測候所

構内で行なった．なお苫小牧市役所の屋上に設置したレ

ーダーは霧時の気球の高度測定を目的としたものであっ

たが，ビームの仰角調整の精度不足であまり役立たなか

つた．観測期間中，データーのとれた時の風向は南東ま

たは南西で霧は海上から内陸へ移流するいわゆる海霧で

あった．

懲

　2．　装置と操作

　第1図はゾソデをとりつけた気球の略図で，ゾソデは

通常のS50L型をそのまま使用’し，繋留索にからみつか

ないように繋留索にとりっけた長さ1mの腕木から吊下

げ，通風口がいつも風上に向くようにした．操作の状況

を写真に示す．　　　　　　　、
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　繋留索には50mごとに赤い布片を結びつけてあり，・」

上昇時には50mくり出すたびに約3分間停止してそめ

高度のデーターを受信した』下降時も同様の操作を行な

った．ラジオゾソデの受信は始めから連続的に行なった

が停止点だけの値を採用した』・1なお上昇前と下降後にそ

れぞれ数分放置した．コーナレソレグター（木枠にアノレ
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6 苫小牧海岸における霧層の気温・湿度の垂直分布について

ミ箔をはったもの）は航空保安法規の必要に基づくもの

である．

　風のある場合は繋留索が傾くので索長が真の気球の高

度を表さない．また霧のため気球が目視できない．そこ

で気球高度を求めるために次の方法をとった．すなわち

福富1）の海流測定法にヒソトを得て晴れた日に三角測量

により気球高度と索角（繋留索の下部と水平面との角

度）との関係を予め第2図の如く高度別に求めておい

た．各100mの間は内挿法によった．

　　　　　　ゾンデ翻し施定曲織．
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3．　測定結果

　測定は毎日8時と17時の2回，風速6m以下の時に行

なった．しかし気球が200m以上に達したことは5回に

すぎず，その大部分は朝のものであった．

　第3図に比較のために霧のない時の気温・湿度の垂直

分布を示す．右の2本は湿度，左の2本は気温の分布を

表わす．実線は上昇時，破線は下降時を示す．なお左下

方の鎖線7dは乾燥断熱線で，これを気温の逓減率と比

較すると高度50m以下が不安定になっていたことがわ

かる．この最下層が不安定という傾向は霧のある時に特

に強く表われた．また従前の観測2）・3）にも共通にみられ

る現象である．

　第4図は朝の厚い霧の例である．霧底は気球の目視に

よって決定した．霧底の下では水平視程が可なり良好で
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抑えられていることがわかる．霧底は締えず上下してい

た．この揚合でも下層が不安定，上層が安定な傾向が認

められる．第7図は13日朝の例で霧底が上下しており，

上昇時の気温分布は平均的にみて湿潤断熱線に近くなっ

ている．
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は湿潤不安定になっていることがわかる．

　第5図は同日の夕刻時のもので，霧頂と霧底が明瞭に

観測できた．即ち霧頂として湿度の急変したところを採

ったが繋留索を200mのばしたところで薄い霧層をすか

して上空の青空を背景として気球が輝いて見え，測候所

からも霧の上に現れた気球が観測されている．これは極

く薄い層雲といった感じでγd，γωと比較して霧層の下

半分は強い湿潤不安定，上半分は安定な状態になってい

る．

　第6図は12日の例で湿度から推定した霧頂が逆転層で
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　第8図は1951年6月15日北海道防霧林研究会の測定し

た北海道落石海岸での結果を再録したもので横軸が気温

（。C），縦軸が高度（m），斜線は霧層を意味する．地表

付近が高温であることと，霧頂が逆転層でおさえられて

いることは苫小牧海岸の揚合と共通であるが，逆転の度

合が非常に強いことがわかる．

　　　　　　　’嶽　　」岨e　／9£ノ　　　　　　　　　厚戯」妨e！95！

　　激　　　　’630～’Z21　　　　　　’751｝756
　　500

高400

　300
度2。◎

loo，

　　『o”’2β　　lo’”2ゆ　　9’o’”12
　　　　　　　と　　　　　　　　　　　　　二彪ヲ
　　　　　　　でプ『　　　　　　　　　　　　　　．〆一＝、

（防霧林に関する研究，第2輯，59頁より引用）

　　　　　　　　第8図

■
　
、
4
’

、
●
■

一

伽
　
　
’
　
　
’
　
　
一
　
　
一
4
4μ
　　、
　　、
　　～
　　ノ
耽
　
ノ

〃 　　　　　　　　ノ
　　　　　　　！
　　　　　　ノ
　　　　　ノ
　　　　’
　　　’

幽／
’

　’’
1

、

’A

1963年1月

26080司

第6図

90　　　　　　　　　畢00

相対湿攻1％｝

7



8 苫小牧海岸における霧層の気温・湿度の垂直分布について

　4．　霧粒の測定

　霧の状態を他の角度から調べるために，霧粒の粒経分

布の高度別の測定を試みたが，成功したのは13日夕刻の

1回のみであった．大喜多4）・5）のウオーターブルーで処

理したフイルムを使用した自動測定装置を気球に吊下げ

て行ない．ゾンデの揚合と同様に停止点だけのものをデ

ーターとして採用した．結果を第9図に示す．最大頻度

がどの高度でも大体直経12～14μ付近にあり，この例

では粒経分布に高度別の差異は特に認められなかった．

なお霧水量も粒経分布と密度を用いて計算して第9図右

上に示してあるが大体普通の濃さの霧と云えよう．
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　5．　散水法による霧消し機構の定性的説明

　霧層の上部から散水して霧を消す機構にっいて筆者等

は次のように考えている．ラジオゾンデの精度がや・不

足しているが，上述の結果から霧頂が逆転層で圧えられ

ており霧層内の気温がその上下の気層に比べて2～30C

低いことは確かである．また霧層内の気温分布から上部

が非常に安定，中下部が湿潤断熱線に近いかまたは不安

定，霧底より下層は乾燥断熱的にも不安定という傾向は

殆んどの例に共通している．そこでモデルとして第10図

左に示すような気温の垂直分布を考えてよいであろう．

　このような状態の霧に上から散水すると，まず水滴の

落下に伴う下降気流によって霧頂上の高温な空気が第10

図右の図の如く霧層上部の安定領域に突入してこの層の

温度を混合によって高める．逆転の度合の強いほどこの
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昇温効果が大きい筈である．次に安定層があまり厚くな

ければその下の湿潤不安定領域で下降気流が誘発されて

不安定領域が湿潤断熱線になるまで下降気流が経続す

る・この下降気流による断熱圧縮による昇温効果が次に

考えられる．この下降気流が霧底に達するとその下は乾

燥断熱的にも不安定であるから結局下降気流は霧層を貫

いて地面に達しその結果地面付近に上昇気流を生ずる．

このため霧底附近には下方の乾いた温い空気との混合に

より別の昇温効果が考えられる．

　更に一度霧層に穴があくと，そこから太陽の輻射熱が

地表に到達するので地表付近がますます不安定になると

考えられる．要するに霧層が全体として不安定な状態に

ある時は散水による下降気流という引金を与えること

は，消霧現象の促進に充分効果があると思われる．
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